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発売3年目を迎える
「NIOCAN」

　当社が消臭・除菌剤NIOCANの発

売を開始したのは2023年6月。ご家

庭をはじめショップやホテルなどにも

採用いただき、この夏、発売 3年目を

迎えます。当社が自信を持って販売し

ているNIOCANの効果について、ご購

入者さまはどのように感じておられる

のでしょうか。

回答者の9割以上が
「また使いたい」

　NIOCANのご購入者さまを対象に

アンケート調査を実施しました。 図1

の「消臭効果」と「今後の利用意向」に

ついては当社社員をのぞく98名の回

答です。消臭効果で「とても良い」「良

い」を選んだ方は全体の94.9％でし

た。また、今後の利用意向について

は91.8％の方が「また使いたい」と回

答いただいています。次に使用場所

についてお伺いしました 図2 。最も多

かったのがリビング（61.6％）、次に寝室

（5 3.4％）、衣服（49.3％）の順になって

います。家族が集う場所や大切なプ

ライベート空間でNIOCANが使用さ

れています。９種類の天然精油のブレ

ンドが快適な生活空間を演出してい

ることが読み取れました。また、玄関・

靴箱やゴミ箱など、ニオイが気になる

シーンでもNIOCANが活躍しているこ

とがわかりました。

用途に合わせて、
お好きなサイズで

　臭 気判定士のノウハウと斬 新な

パッケージのハイブリッドで誕生した

NIOCAN。2025年2月14日、お客さま

やお取り引き先さまからの強いご要望

を受けて、ポータブルサイズ「NIOCAN

スプレー１００ｍl」がラインアップに仲間

入りしました。外出先やオフィス、旅行

にも手軽に持ち運べるサイズの登場

です。そしてNIOCANがこのたび、「サ

ステナブルコスメアワード 2024」で

審査員賞を受賞しました。消臭・除菌

市場に新しい研究技術とブランディン

グを提案したことが高く評価されまし

た。サステナブル志向の化粧品が受

賞する本賞で、消臭カテゴリーでは初

の受賞となりました。

　春、そして暑い夏、ニオイの気にな

る季節がやってきます。ニオイをキャ

ンセルする「NIOCAN」をぜひお試しく

ださい。

お客さまの声をご紹介

髙原  英二  
E i j i  Ta k a h a r a

ライフサイエンス本部
副本部長

 e-takahara@dks-web.co.jp

Product Information

図1 消臭効果（SA）および今後の利用意向（SA） 図2  製品の使用場所（MA、上位9つを抜粋）

授賞式の様子
右は審査員長の岸紅子さん（NPO法人 日本ホリスティックビュー
ティ協会  代表理事）
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Photogr aph for：

米国・ネブラスカ州政府より技術導入
1968年 8月、京都宝ヶ池の国際会議場で
技術導入の調印を終えて握手するティー
マン・ネブラスカ州知事と田中社長（当
時）。

Photogr aph for：

日本レブロス新工場建設予定敷地
日本レブロス株式会社のショ糖脂肪酸エ
ステル製造工場の建設は、現在、滋賀工
場のある東近江市五個荘日吉町に計画
された。1970年に竣工。

Photogr aph for：

DKエステルの製造開始
DKエステルFシリーズ初出荷（1971年 4
月）。親水性が高いものから親油性のも
のまで幅広いHLB値のものが製造可能
で、食品用乳化剤として広い用途をもつ。

DKエステルの誕生
いまでは加工油脂、製菓、乳製品、飲料、 化粧品、さらには医薬品にと、幅広
く使われているDKエステル。今回は、米国からショ糖脂肪酸エステルの合
成技術を導入してから量産体制が整うまでの開発ストーリーを伝えます。

　ショ糖脂肪酸エステルの工業化は、

他の界面活性剤に比べるとかなり遅く、

1952年に米国でNebraska-Snell法

が開発されてからのことでした。当社

は、1968年8月に、この新たな合成技

術を導入。その理由は、溶剤にジメチ

ルホルムアミド（DMF）を使用することな

く、安全性の高いプロピレングリコール

（PG）を用いていたことに着目したから

です。

　当社は、技術導入の決定と同時に若

手社員を中心とする研究チームを編成。

さらに安全で低コストな製造法の確立

をめざし、研究に取りかかりました。

　研究がはじまって間もなく、PGを水に

置き換えようという発想が生まれ、その

開発に成功したのは1968年の年末近く

でした。その後、量産体制に向けて、開

発は急ピッチで進み、精製技術や分析

技術、パイロットプラントを含めた工業

化に不可欠なスケールアップの技術開

発、さらには生産設備の設計に至るま

で、すべての技術を当社の技術陣によっ

て開発しました。

　こうして生まれたより安全で低コスト

な製造法をNebraska-DKS法と名づ

け、プラントも外部に委託することなく

自社で建設。1970年11月から本格試

運転をはじめ、翌年4月には初めての製

品となったDKエステルを送り出すこと

に。いまも、食品添加物としての可能性

を広げ続けています。

安全・低コストをめざし
水を反応溶媒とする
製造法を独自開発

参考文献
第一工業製薬100年史、 
第一工業製薬株式会社、 
P116～118（2011）

第一工業製薬八十年史、 
第一工業製薬株式会社、 
P186～191（1990）

シュガーエステル物語、 
第一工業製薬株式会社 
（1984）

第一工業製薬　社報 拓人
No.571、 P14・15（2015）

DK Sの歩み

DKS 
Chronicle

1971

海外では古くから合成法の開
発に成功していたショ糖脂肪酸
エステル。当社では食品用乳
化剤への応用に成功し、食品
分野へ広く浸透するようになっ
た。当時は主にコーヒークリー
ム、ケーキのホイップクリーム、
スポンジケーキなどに分散剤と
して使われた。

日本レブロスの分析室。

日本レブロス全景。
第一工業製薬の研究室。
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NIOCAN®
消臭・除菌剤「ニオキャン」

社会産業インフラで使わ
れるプロレベルの高い消
臭技術をご家庭でも。

「NIOCANアンケート（実施期間：2024年11月1日～11月15日　調査対象：NIOCAN購入者146名）」　※SA＝シングルアンサー、MA＝マルチプルアンサー
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